BEST PRACTICE SHEET

	所属
	作成者
	プロセス区分
	作成年月日
	作成No.

	ミノルタ株式会社
	岩崎今日子
	設計･評価フェーズ

（該当プロセスNo.；EP11）
	０２年０１月２７日
	Ｎｏ.２１



	デジタルカメラ使用説明書のユーザビリティ評価

	●コンシューマ向けデジタル製品の使用説明書が分りにくい 

●お客様対応窓口から「使い方に関する問い合わせがフィルムカメラに比べて多い」と指摘


	ユーザビリティ観点での問題点の改善（フィードバック）

実ユーザ、実環境下におけるユーザビリティ評価

	

	直接
・使用説明書の分りにくさを改善

間接

・事業部門にユーザテストの有用性を実感してもらった

・事業部門へHCDプロセスを導入する足掛かりになった

	· ＪＢＭＡ「人間中心設計プロセスハンドブック」

	· ユーザテストの手法の習得

	依頼元（使用説明書作成部署）

· ユーザコールにつながる不具合を未然に潰すことができた

関連部署（品質保証部）

· “分かりにくさ”が指摘項目として正式に取り上げられた

	· 突発的なスケジュールの中でも一定レベルの改善効果が得られた

· 今後、使用説明書だけではなく、製品本体への展開を図る


プラクティス名





問題と課題の�設定


（どの様な問題、課題があったか）





次工程の名称





プロセスや手順の改善点





（何を、どの様に変更したか）





得られた


成果/効用





ﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ先





ﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞの


内容





顧客の満足度


（社内外）





自己評価








ユーザテスト





使用説明書最終原稿の完成





製品開発部門、品証部、等によるチェック





使用説明書原稿





製品開発部門、品証部、等によるチェック








使用説明書原稿





次工程





製本





従来





改善プロセス





製本





使用説明書最終原稿の完成
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